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Abstract
The three types of the respective chiOrOphyll a(Chl―a)and o o b ユbー)extracted
froHi spinach leaves are investigated by using high―perfOrmance liquid chrOmatography M′it
spectrophotonuorometer  The nuOrescence spectrum in the red region Of theni are composed of
one ma,or band and another rninor band  The=naior bands of three types、vith Chユaー had peaks
at 668,670,670,nm and Mァith ChI―b at 650,658,658 nm  All the HlinOr bands Of three types Ⅵrith
Chl―a or ChI―b had peaks at 720-730 nm
By means Of this rnaiOr band,qualitative and quantitative analysis of Chユaー dottln to 10~■g can
be achieved These Obtained results are brie■y discussed in vie郡/of chlorOphylls eluted
1緒  言
緑色植物が行 う光合成で重要な役害」を演ずる
クロロフィルは,光化学反応を引起す物質とし
て注目を集めており,高い精度でかつ迅速にク
ロPフィルを定性・定里~分析する方法が望まれ
ている。生体中 (in宙vo)におlするクロロフィ
ルを分高性抽出し,分光学的に定量する方法が提
案されている1)。 しかし,分光学的手法を用い
て,抽出したクロロフィルやその微量の誘導体
およびその他の微量の光合成色素などを迅速に
分析することは, クロロフィルの吸収スペクト
ルがその他の微量成分のスペクトルをマスクす
る点で困難であった。
近年,薄層クロマ トグラフィ(TLC)分や高速
液体クロマ トグラフィ(HPLC)0を用いた光合
成色素の定性・定量分析に関する方法が報告さ
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れている。しかし, これらの方法にはそれぞれ
一長一短があり,迅速な定性分析や定里~分析で
あるとは言い難い。TLCにおいては定量分析の
繁雑な段階における操作性に,HPLCでは分離
過程において移動相の組織を変化させるため分
離に時間を必要とし, さらに光合成色素の検出
には紫外の単一波長を使用するため定性分析に
関する知見を一度の分析で直接得ることが出来
ないなどの点である。
今日,HPLC分析の迅速化を図るため,紫外。
可視領域の只収ベク トルを実時間で検出しか
つ,複数のクロマ トグラムを同時記録出来る検
出器が開発 されている。我々は この装置 を
HPLCの検出器として用い,溶媒を用いて抽出
した光合成色素を分離し文献値と比較して解析
し報告した。。その結果キサン トフィルや保持
時間の異なる三種類のクロロフィルa始よびb
を検出した。クロロフィルはスペクトルの青色
部と赤色部の領域を吸収するが,蛍光を発する
のは赤色部分だけである。この蛍光を利用する
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